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題
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題
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自
立
・
自
律
に
よ
る
解
決
を

自
立
・
自
律
に
よ
る
解
決
を
�

昨
年
は
、
合
併
に
よ
る
新
市
の
誕
生
に
伴
い
、
市
民

昨
年
は
、
合
併
に
よ
る
新
市
の
誕
生
に
伴
い
、
市
民

意
識
の
高
揚
と
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
今

意
識
の
高
揚
と
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
に
努
め

後
も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な

る
ご
指
導
・
ご
支
援
の
も
と
、
新
生
久
慈
市
の
ま
ち

る
ご
指
導
・
ご
支
援
の
も
と
、
新
生
久
慈
市
の
ま
ち

づ
く
り
へ
向
け
て
順
調
な
船
出
が
で
き
た
も
の
と
考

づ
く
り
へ
向
け
て
順
調
な
船
出
が
で
き
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
�

�一
方
、
昨
年
は
、
大
雨
や
高
潮
な
ど
幾
多
の
災
害
に

一
方
、
昨
年
は
、
大
雨
や
高
潮
な
ど
幾
多
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
の

見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
の

前
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と
の

前
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と
の

重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
防
災

重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
防
災

活
動
や
災
害
復
旧
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
市
民

活
動
や
災
害
復
旧
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
市
民

の
真
摯
な
姿
に
、
深
い
感
謝
の
念
と
大
き
な
感
動
を

の
真
摯
な
姿
に
、
深
い
感
謝
の
念
と
大
き
な
感
動
を

覚
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

覚
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
　
�

�さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
戦
後
最
長
の
好
景
気
が

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
戦
後
最
長
の
好
景
気
が

続
い
て
い
る
―
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
を

続
い
て
い
る
―
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
を
顧
み
る
と
き
、
地
域
経
済
は
そ
の

取
り
巻
く
環
境
を
顧
み
る
と
き
、
地
域
経
済
は
そ
の

実
感
を
持
て
ず
、
雇
用
環
境
や
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会
資
本
の
整
備
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実
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を
持
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齢
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し
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し
て
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す
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と
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を
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す
る
「
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律
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と
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二
つ
の
ジ

と
自
ら
を
律
す
る
「
自
律
」
と
い
っ
た
「
二
つ
の
ジ
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ツ
」
の
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念
の
下
、
多
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す
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地
域
課
題
に
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リ
ツ
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の
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の
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で
あ
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入

本
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の
財
政
状
況
に
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い
て
で
あ
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入
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、
今
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と
も
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庫
補
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担
金
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に
お
き
ま
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今
後
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付
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３月定例市議会が２月23日から３月16日まで開かれました。市議会で行

われた山内隆文市長による施政方針演述の一部をお知らせします。４ペ
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占
め
る
の
は
地
方
交
付
税
で
、

占
め
る
の
は
地
方
交
付
税
で
、
69
�

億
８
５
１
３
万
円
を
見
込
み
、
割

億
８
５
１
３
万
円
を
見
込
み
、
割
�
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入
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

市
税
を
39
億
６
９
４
１
�

万
円
と
見
込
み
、
全
体
に
占
め
る

割
合
は
約
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
所
得
税
が
国
か
ら
税
源

移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
前
年

度
か
ら
２
億
９
９
５
６
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
�

�
家
庭
の
預
金
に
あ
た
る
基
金
を

取
り
崩
し
、
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
る
お
金
は
３
億
２
５
５
３
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
非
常
時

に
備
え
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
前
年
度
比
３

億
２
５
０
０
万
円
（
86
・
7
％
）

の
減
と
大
幅
に
抑
制
し
ま
し
た
。
�

　
市
税
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
、
市
が
自
ら

収
入
で
き
る
自
主
財
源
は
、
歳
入

全
体
の
29
・
1
％
で
54
億
３
３
８

４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
や
国
庫
お
よ
び
県
支
出
金
、
市

債
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
全
体
の

70
・
9
％
、
１
３
２
億
３
５
４
６

万
円
で
す
。
最
も
大
き
い
割
合
を

占
め
る
の
は
地
方
交
付
税
で
、
69

億
８
５
１
３
万
円
を
見
込
み
、
割

合
は
37
・
4
％
で
す
。
三
位
一
体

改
革
の
影
響
で
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
比
９
０
８
７
万
円

（
1
・
3
％
）
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
�

�
市
債
は
、
道
路
や
施
設
を
整
備

す
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金
で
、

歳
出
の
普
通
建
設
事
業
な
ど
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
本
年
度
は
市
債
の

発
行
額
を
前
年
度
よ
り
抑
え
、
３

１
１
０
万
円
（
1
・
4
％
）
の
減

と
し
、
市
債
発
行
額
が
、
元
金
償

還
額
を
下
回
る
状
態
（
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
）
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
�

������

政
分
野
ご
と
に
歳
出
を

分
類
し
た
「
目
的
別
」

歳
出
を
み
る
と
社
会
福
�

歳
�

行
�

歳
入
�

市
税
収
入
は
約
３
億
円
増
�

市
債
発
行
３
１
０
０
万
円
減
�

歳
出
�

「
選
択
と
集
中
」
を
基
本
�

特
に
教
育
費
を
増
額
�

�

歳入�
平
成
19
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
１
８
６
億
６
９
２
９
万
８
０
０
０
円
と
な

り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
3
億
１
２
１
２
万
４
０
０
０
円
（
1
・
6
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を

抑
制
し
た
ほ
か
、
市
債
に
つ
い
て
も
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
を
達
成
す

る
な
ど
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
し
た
。
4
〜
6
ペ
ー
ジ
ま
で
、
19
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

� 一
般
会
計
　
1
8
6
億
6
9
2
9
万
8
0
0
0
円
�

①市税　　　　　39億6941万円（21.3％）�

②分担金・負担金　2億5751万円（　1.4％）�

③使用料・手数料　　6786万円（　0.4％）�

④繰入金　　　　 3億2553万円（　1.7％）�

⑤諸収入等　　　 8億1353万円（　4.4％）�
　（財産収入、寄附金、繰越金）�

⑥地方譲与税　　 2億8501万円（　1.5％）�

⑦地方交付税　�69億8513万円（37.4％）�

⑧国庫支出金　�19億2202万円（10.3％）�

⑨県支出金　　�13億8216万円（　7.4％）�

⑪その他　　　　 5億2354万円（　2.8％）�
　（地方消費税交付金、自動車取得税交付金など）�

⑩市債　　　　�21億3760万円（11.4％）�

　自
主
財
源
（
29
・
1
％
）
�

　依
存
財
源
（
70
・
9
％
）
�

市政を視る�特�集�
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祉
、
老
人
保
護
、
児
童
福
祉
な
ど

に
使
わ
れ
る
民
生
費
が
45
億
５
２

２
８
万
円
で
24
・
4
％
と
歳
出
全

体
の
中
で
最
も
高
い
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。
�

　
前
年
度
と
比
較
し
て
最
も
伸
び

た
の
が
教
育
費
で
、
来
内
小
学
校

の
改
築
、
長
内
中
学
校
の
移
転
改

築
事
業
な
ど
の
影
響
で
２
億
３
９

９
４
万
円
（
11
・
9
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
�

�
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し

た
「
性
質
別
」
歳
出
を
み
る
と
人

件
費
（
市
職
員
の
給
与
や
議
員
・

委
員
の
報
酬
な
ど
）、
扶
助
費
（
高

齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど
を
援
�

助
す
る
た
め
の
経
費
）
、
公
債
費
�

（
市
債
の
返
済
金
）
の
義
務
的
経

費
が
92
億
６
６
２
６
万
円
と
な
り
、

歳
出
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い

ま
す
。
義
務
的
経
費
の
占
め
る
比

率
が
大
き
い
ほ
ど
健
全
な
財
政
状

態
と
は
い
え
な
い
た
め
、
人
件
費

を
抑
制
し
前
年
度
か
ら
１
億
８
８

５
８
万
円
（
5
・
1
％
）
の
減
額

に
努
め
ま
し
た
。
�

�
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
社
会

資
本
の
整
備
に
用
い
る
投
資
的
経

費
に
は
、
普
通
建
設
事
業
費
と
災

害
復
旧
事
業
費
が
あ
り
ま
す
。
普

通
建
設
事
業
費
は
前
年
度
比
２
億

９
４
４
４
万
円
（
９
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
漁
港

整
備
、
街
な
か
再
生
推
進
、
道
路

新
設
改
良
、
街
路
整
備
、
来
内
小

学
校
改
築
な
ど
で
総
額
29
億
８
５

３
７
万
円
と
な
り
ま
す
。
災
害
復

旧
事
業
費
は
、
昨
年
10
月
と
12
月

の
低
気
圧
に
伴
う
大
雨
災
害
の
影

響
で
６
７
０
３
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
道
路
、

河
川
な
ど
の
復
旧
に
使
わ
れ
ま
す
。

�
賃
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
委

託
料
な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で
あ

る
物
件
費
は
、
21
億
３
９
２
２
万

円
で
、
前
年
度
比
１
７
６
０
万
円

（
0
・
8
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
�

　
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
補

助
費
等
に
つ
い
て
は
、
負
担
金
・

補
助
金
の
見
直
し
に
よ
り
前
年
度

比
１
２
７
３
万
円
（
0
・
5
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
�

�
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
特

別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
は
、
平

庭
高
原
施
設
事
業
特
別
会
計
の
廃

止
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
１
７
２

１
万
円
（
1
・
4
％
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
�

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
�

歳出�
①総務費　　　　21億　873万円（11.3％）�

②民生費　　　�45億5228万円（24.4％）�

③衛生費　　　　12億5314万円（　6.7％）�

④農林水産業費　12億2084万円（　6.5％）�

⑤商工費　　　　11億9556万円（　6.4％）�

⑥土木費　　　　17億6999万円（　9.5％）�

⑦消防費　　　　 8億8605万円（　4.7％）�

⑧教育費　　　　22億5442万円（12.1％）�

⑨公債費　　　　30億4187万円（16.3％）�

⑩その他　　　　 3億8642万円（　2.1％）�
　（議会費、労働費、災害復旧費など）�

①人件費　　　�34億9128万円（18.7％）�

②扶助費　　　�27億3324万円（14.6％）�

③公債費　　　�30億4174万円（16.3％）�

④普通建設事業費29億8537万円（16.0％）�

⑤災害復旧事業費　　6703万円（　0.4％）�

⑥物件費　　　�21億3922万円（11.5％）�

⑦補助費等　　　23億7171万円（12.7％）�

⑧繰出金　　　�11億9641万円（　6.4％）�

⑨その他　　　　 6億4331万円（　3.4％）�
　（維持補修費、積立金、貸付金、予備費）�

投
資
的
経
費
�

（
16
・
3
％
）
�

義
務
的
経
費
�

（
49
・
6
％
）
�

そ
の
他
の
経
費
�

（
34
％
）
�

（性質別）� （目的別）�
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【特別会計】�
特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収入で事

業を行う場合に、経理を他の会計と区別する必要がある

ため、法律や条例に基づいて設置しているものです。久

慈市には以下のとおり８つの特別会計があります。特別

会計の合計予算額は94億7935万1000円で前年度当初に比

べ1300万9000円（0.1％）の増となりました。�

�

●土地取得事業　　　　　　　　2610万円�

　公共用地の取得を目的としています。�

●国民健康保険�

［事業勘定］　　　　　　 44億9144万円�

　自営業者などが加入する国民健康保険を運営していま

す。�

［直営診療施設勘定］　　　 2億5987万円�

　山形診療所を直接運営しています。�

●老人保健　　　　　　　 28億　295万円�

老後における健康の保持と適切な医療の確保を図るた

め、資格者への医療費給付事業を行います。�

●介護サービス事業　　　　　　8540万円�

　居宅介護、訪問介護サービスなどを行います。�

●魚市場事業　　　　　　　　　2668万円�

�魚市場の運営管理、建設事業を行います。�

●漁業集落排水事業　　　　 3億　684万円�

漁業集落の環境整備や下水道整備を行います。本年度

は、主に桑畑、小袖地区を整備する予定です。�

●工業団地造成事業　　　　　　　 2万円�

　久慈地区拠点工業団地の造成を目的としています。�

●公共下水道事業　　　　 14億8004万円�

下水道や汚水処理施設の整備、維持管理を行います。

本年度は、主に、門前、天神堂、川貫、西の沢、田高地区

を整備する予定です。�

�

�【企業会計】�
企業会計とは、独立採算制を原則とする企業的な事業を

行う場合に、地方公営企業法の規定を受けて設置する会

計です。久慈市には水道事業会計があります。�

�

●水道事業会計�

［収益的収入および支出］�

　収入……７億7779万円　支出……８億　427万円�

［資本的収入および支出］�

　収入……１億1484万円　支出……５億1123万円�

�

主な事業…◇中町～中の橋地区配水管整備工事◇田高ポ�

ンプ場ポンプ増設工事◇川井地区簡易水道石

綿セメント管更新工事―など�

特別会計  94億7935万1000円�

本

年

度

の

主

な

事

業

と

予

算

�

○障害者自立支援事業　5億3797万円…�

�　障害者自立支援給付費ほか�

◎ふれあいサロン事業費補助金　48万円…�

�　市内20カ所でふれあいサロン事業を実施�

○介護予防・生きがい活動支援事業　1129万円…�

　介護予防教室、生きがいデイサービスほか�

○緊急通報体制等整備事業　1014万円…�

　　一人暮らし高齢者などへ緊急通報装置を貸与�

○地域包括支援事業　3701万円…�

　地域包括支援センターを拠点に、高齢者の介�

　護予防事業などを実施します�

○高齢者及び障害者にやさしい住まいづくり推進�

　事業費補助金　860万円…�

　　要援護高齢者などに対する住宅改造費を補助�

○母子保健事業　1456万円…�

　　保健指導、健康診査など�

　　を行います�

○地域コミュニティ振興事業　3100万円…�

　　町内会、地域づくり団体などの活動を支援�

◎団塊世代誘致促進事業　150万円…�

　　首都圏などから団塊世代の移住を促進します�

◎三圏域連携事業　100万円…�

　　八戸市、二戸市との連携を進めます�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○広聴広報活動事業　1080万円…�

　広報発行、市長室開放、市政懇談会など�

○手づくり山車製作費補助金　1100万円…�

�　手づくり山車の製作へ補助します�

○市民協働道路維持補修事業　300万円…�

�　市民との協働による市道などの補修事業�

2

1 市民との積極的な協働を�
進めるまちづくり�

地域、みんなで支えあう�
まちづくり�

市政を視る�特�集�

三圏域連携は昨年度から始まりました�
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◎子どもの居場所環境改善事業　247万円…�

　　保育所の修繕などを実施�

○保育料軽減事業　7623万円…保育料の軽減�

◎くじかがやきプラン事業　952万円…�

　　小中学校へ特別支援員を配置（８校）�

○中高生海外派遣事業費補助金　452万円…�

　　中高生を海外研修へ派遣します�

○来内小学校改築事業　2億1335万円…来内小学校の改築�

◎長内中学校移転改築事業　1億9921万円…�

　　長内中を旧久慈商業高校へ移転改築�

◎放課後子ども教室推進事業　627万円…�

　　８小学校区に放課後子ども教室を設置します�

◎マリンスポーツ普及事業�

　　60万円…シーカヤックの普及を進めます�

◎学校給食センター建設事業�

　　7614万円�

　学校給食センターの基本・�

　実施設計、用地造成�

19年度の主な事業と予算�
平成19年度予算の新しい事業を含む主な事業を、久慈市総合計画に基づいた施策に分けて掲載�

しました。　※久慈市総合計画は、広報くじ３月15日号に掲載しました�

平成19年度予算の新しい事業を含む主な事業を、久慈市総合計画に基づいた施策に分けて掲載�

しました。　※久慈市総合計画は、広報くじ３月15日号に掲載しました�

3 創造性豊かな人材を�
育てるまちづくり�

4 自然・地域を守るまちづくり�

5 地域資源を生かし、賑わいを�
創出するまちづくり�

6

※　◎は新規事業です（一部新規を含む）�

※　特集中の金額は一部を除き、1万円未満を四捨五入しています。�

　　そのため、グラフの合計値などが合わない場合があります�

安全、快適なまちづくり�

子どもたちがすくすく育つ�

環境を整備します�

自然・地域はわたしたちの宝です�

県立病院へ通じる下長内�

旭町線を整備中です�

○環境保全対策事業　336万円…水質保全、臭気対策ほか�

◎環境基本計画策定事業　302万円…�

　　市の環境基本計画を策定します�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○路線バス運行事業　1530万円…�

　　JRバス廃止路線の代替運行�

◎三陸鉄道運営費補助金　911万円…�

　　三陸鉄道㈱への運営費補助�

○河川改良事業　400万円…黒沼川の改良を実施�

○消防ポンプ自動車整備事業　6247万円…�

　　消防ポンプ自動車を整備�

○防災行政無線施設統合事業　3016万円…�

　　旧市村の防災行政無線施設を統合�

◎地上デジタル放送対策事業　1077万円…�

�　地上デジタル中継局作業用道路整備ほか�

○浄化槽設置整備推進費　3560万円…�

�　合併浄化槽設置整備へ補助�

◎除雪機械整備事業　2000万円…�

　　山形地区の除雪機械を更新�

○道路新設改良整備事業　5億1372万円…�

　　久慈夏井線、大尻川原屋敷線ほか�

○街路整備事業　3億805万円…�

　　下長内旭町線（田屋町から旭町）�

�

�

�

�

�

�

�

�

◎住宅保全交付金事業　539万円…�

　　市営住宅に火災報知器設置�

◎農林水産品振興事業　94万円…�

　ブナ鮭を利用した魚醤油試作、岩手大学との

　共同研究　ほか�

◎日本短角種肥育経営安定対策事業　302万円…�

　　短角牛肥育農家への支援を進めます�

○漁港整備事業　4億4119万円…�

　　小袖・横沼漁港整備、桑畑・小袖漁港集落道�

　　整備ほか�

○街なか再生推進事業　4億9535万円…�

　　観光交流センター、�

　　山車創作体験館の�

　　整備ほか�

�

�

◎企業立地促進事業費補助金　3105万円…�

　　盛岡東京電波㈱久慈工場増設に対する補助�

◎エコパーク平庭高原整備事業費負担金�

　　650万円…エコパーク平庭高原整備に対する�

　　　　　　 工事費を負担�

◎地下水族科学館改修事業�

　　2682万円…もぐらんぴあのトンネル水槽など�

　　　　　　　をリニューアル�
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保
育
園
＝
長
内
ス
ミ
子
▽
戸
呂
町

保
育
園
＝
工
藤
文
子
▽
保
健
推
進

課
兼
介
護
支
援
課
＝
藤
原
み
よ
子

▽
保
健
推
進
課
兼
侍
浜
支
所
兼
介

護
支
援
課
兼
侍
浜
地
区
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
相
談
員
＝
日

影
由
美
子
▽
保
健
推
進
課
兼
宇
部

支
所
兼
介
護
支
援
課
＝
鶴
飼
朋
子

▽
保
健
推
進
課
兼
山
根
支
所
兼
介

護
支
援
課
＝
高
橋
真
由
子
▽
介
護

支
援
課
＝
根
井
明
美
▽
同
＝
越
戸

明
美
▽
農
政
課
＝
板
垣
俊
隆
▽
林

業
水
産
課
＝
溝
上
賢
太
朗
▽
産
業

振
興
課
＝
小
野
育
成
▽
中
心
市
街

地
活
性
化
推
進
室
＝
大
下
勝
盛
▽
�

産
業
振
興
部
付
「
交
流
促
進
担
当
」
�

＝
野
中
昭
伸
▽
産
業
振
興
部
付
�

「
交
流
促
進
担
当
」
＝
砂
沢
佳
奈

▽
土
木
課
＝
小
上
好
文
▽
同
＝
賀

美
祐
助
▽
都
市
計
画
課
＝
間
峠
真

澄
▽
下
水
道
課
＝
中
塚
義
信
▽
山

形
総
合
支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課
＝

泉
川
努
志
▽
同
支
所
産
業
建
設
課

＝
中
新
井
田
理
▽
同
＝
高
畑
武
志

▽
水
道
事
業
所
＝
山
下
ミ
ツ
子
▽

同
＝
　
山
公
章
▽
同
＝
田
名
部
誠

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
学
事

課
＝
三
上
純
二
▽
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
＝
西
野
大
輔
▽
長
内
小
学
校

＝
分
道
千
春
▽
侍
浜
小
学
校
＝
田

村
秀
子
▽
夏
井
中
学
校
＝
舛
森
恵

美
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
＝
野
田

祥
紀
�

�〔
新
採
用
〕
▽
政
策
推
進
課
＝
岩

　
高
士
▽
市
民
課
＝
広
崎
寿
▽
同

＝
山
口
雅
之
▽
同
＝
米
内
千
織
▽

社
会
福
祉
課
＝
武
田
ま
ど
か
▽
保

健
推
進
課
＝
　
松
香
▽
農
政
課
＝

下
嶽
浩
司
▽
商
工
観
光
課
＝
阿
部

真
一
▽
土
木
課
＝
村
田
弘
治
▽
総

務
学
事
課
＝
生
平
智
也
▽
社
会
体

育
課
＝
田
村
友
美
�

〔
派
遣
〕
▽
久
慈
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
＝
内
田
義
広
▽
久
慈
広

域
連
合
＝
松
橋
重
男
▽
同
＝
古
舘

細
恵
子
�

〔
派
遣
退
職
〕
▽
工
藤
健
二
（
派
�

遣
先
・
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
�

部
）
�

〔
併
任
解
除
〕
▽
兼
平
俊
亮
▽
佐

々
木
理
�

�〔
退
職
〕
▽
岩
泉
敏
明
（
市
民
生

活
部
長
）
▽
根
井
秀
美
（
介
護
支

援
課
長
兼
元
気
の
泉
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
兼
元
気
の
泉
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
）
▽

江
本
英
二
（
水
道
事
業
所
簡
易
水

道
担
当
次
長
）
▽
中
居
鉄
男
（
久

慈
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
久
慈

地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
派
遣
）

▽
繁
名
瀧
男
（
同
消
防
本
部
総
務

課
長
派
遣
）
▽
坂
下
政
光
（
同
消

防
本
部
消
防
課
長
派
遣
）
▽
吉
田

利
昭
（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局
次

長
派
遣
）
▽
高
山
道
好
（
久
慈
市
�

社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局
長
派
�

遣
）
▽
小
野
寺
順
子
（
小
久
慈
保

育
園
）
▽
韮
山
信
利
（
社
会
福
祉

課
）
▽
谷
地
つ
た
子
（
侍
浜
保
育
�

園
）
▽
高
山
朋
子
（
大
尻
保
育
園
）
�

▽
鈴
木
洋
子
（
荷
軽
部
保
育
園
）

▽
野
場
百
合
子
（
保
健
推
進
課
）

▽
小
向
政
信
（
土
木
課
）
▽
西
前

幸
子
（
水
道
事
業
所
）
▽
馬
場
ミ

エ
（
侍
浜
小
学
校
）
▽
堀
崎
フ
ミ

（
夏
井
中
学
校
）▽
松
本
和
憲（
久
�

慈
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
�

遣
）
�
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市
は
、
４
月
１
日
付
発
令
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。
新
採
用
、
派
遣
職
員
な
ど

を
含
め
、
約
１
３
０
人
が
異
動
し
ま
し
た
。
組
織
な
ど
の
異
動
と
し
て
、
総
務
企
画
部
内
に
「
交
�

通
対
策
担
当
課
長
」
、
産
業
振
興
部
内
に
「
未
利
用
資
源
活
用
担
当
課
長
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
�

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
会
計
管
理
者
を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
同
法
の
改
正
に

伴
い
、「
助
役
」
の
名
称
が
「
副
市
長
」
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
名
�

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
�

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
�



健康で安全な入浴法を紹介�

魔法のような科学でいっぱい！�

　正しい入浴法を学び、高齢者の健康維持を図ろう―

と「いきいきべっぴん入浴健康法講座」が３月２日、

べっぴんの湯で開催されました。侍浜町の老人クラブ

など約50人が参加しました。�

�県高齢者福祉生活協同組合の柏茂氏が講師を務め、

「正しい入浴法と温泉浴の楽しみ方」と題して講演し�

ました。「ぬるい湯に半身浴をすると体の芯から温ま�

るし、湯冷めしない」などとアドバイスしました。参

加者からは「半身浴は何分くらいがいい」などと質問

が盛んに出されていました。桑田辰治さん（64・侍浜

町）は「わかっていても半身浴をしていなかった。今日

からさっそく実践したい」と参考になった様子でした。

本格舞台に笑いと涙�

手作り科学にわくわく�入浴は賢く健康に�

まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

　やまがた村民劇場公演（同実行委主催）「新・とんと

昔にとんとんとん」が２月24日、おらほーるで開催さ

れました。劇団「わらび座」による製作協力。スタッ

フは山形町民を中心とした約40人とボランティアによ

る手作りの公演です。�

�舞台は山奥の山村。互いにひそかに思いを寄せる血

のつながらないきょうだい「与太」と「おさよ」、そし

て「ちび鬼」が繰り広げる愛と勇気の物語です。�

�出演陣は山形町出身の９人で、練習は11月ごろから。

本格的な演技指導で鍛えられた演技に、笑いあり、涙

ありの感動でいっぱいのステージとなりました。�

　訪れた観客は、顔なじみの面々が演じるいつもとは

違う迫真の演技に拍手を送っていました。�

�やまがた村民劇場は、１年おきに開催。今年は２回

公演が行われ、約400人が訪れました。�

やまがた村民劇場公演�

科学フェスタ☆２００７�いきいきべっぴん入浴健康法講座�

　科学フェスタ☆２００

７が３月11日、中央公民

館で開催されました。高

校生ボランティア「ＳＥ

ＥＤ」が主催。準備から

運営まで、今年もたくさ

んの高校生ボランティア

が参加しました。�

�このイベントも４回目

ともなるとすっかり定着

し、会場にはあふれんば

かりの親子連れや小中学

生が訪れました。べっこ

うアメづくりやペットボ

トル製の潜水艦作り、バ

ルーンアートなど７種類�

の楽しい科学実験コーナーを、高校生のお兄さん、お

姉さんに教わりながら楽しみました。�

�久慈小１年の玉川鈴音さんは、水とカタクリ粉でで

きた不思議な白い液体「ダイラタンシー」がお気に入�

り。「固くなったりやわらかくなったりして面白い。　�

今年初めて来たけど、来年もまた来たい」と声を弾ま

せていました。�

すず　ね�
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よ　た�

シー�

ド�

花束はキノさん(右)から�

さわやかな音楽に親も子もいやされました�

まちづくり情報が交わされました�

�
�
　本格的な演技と踊りが感動を呼びま�
した�
▼終了後、出演者と観客の触れ合いで�
感動はピークに�

▼
�

早速、車両を点検していました�

　北川イシさんが白寿（99

歳）を迎え２月26日、入所

する和光苑を山内隆文市長

が訪れました。この日は、

イシさんの子どもたちもお

祝いに駆けつけ、入所者た�

ちとともに白寿を祝いました。山内市長が色紙と羽毛

布団を贈呈し、「これからも健康に気をつけ、若い人に

生き様を見せてほしい」とお祝いしました。イシさん

は、長女の植村キノさん（81）から花束を手渡される

とニッコリ。しっかりと花束をつかんで離さない姿に、

会場の人たちはほほ笑んでいました。�

まちのわだい�まちのわだい�まちのわだい�

TOWN TOPICS

地域の安全に助っ人�

花 束 が お 気に入り�

　まちづくり事例発表会�

（いわてＮＰＯセンターな

ど主催）が３月３日、約50

人が参加して総合福祉セン

ターで開催されました。事�

例発表を行ったのは、「チ�

ームけさった」「山形町スノーバスターズ連合会」「グ�

リーンピース」「長内川川の会」の４団体。活動の成�

果、課題について発表があり、参加者からは、活動に

ついての質問や課題解決の提案などの意見が出されま

した。終了後、同センターの　井昭平理事長が「協働

で始めるまちづくり」と題して講演しました。�

　消防署などへの消防車両交付式は２月28日、市防災

センターで行われ、久慈消防署に消防指揮車１台と、

市消防団に車両３台が交付されました。�

　山内隆文市長が「交付した車両は、確実な消火をす

るための最新車両。地域のため、効果的に活用いただ

きたい」とあいさつ。谷地哲也消防団長が「車両の性

能を十分に発揮できるよう訓練を重ねます」とお礼を

述べました。�

�久慈市消防団に交付されたのは消防ポンプ車２台と

消防指揮車１台。石油貯蔵施設立地対策交付金を活用

したもので、それぞれ第15分団（小国）、19分団（戸呂

町）、山形総合センターに配置されます。�

消 防 車 両 交 付 式 �

北川イシさん99歳祝い�

子育ての気分転換に�
子育て支援センターミニコンサート�

情報分かち活性化へ�
まちづくり事例発表会�

　子育て支援センターによ

るミニコンサートは３月10

日、開催されました。同セ

ンターに通う親子連れ約30

組が訪れました。演奏は、

市内の音楽グループ「アル�

モニーデュプランタン」や生涯学習グループ「コーラ

スけやき」の皆さんなどで、「お父さんお母さんに楽し

んでもらいたい」とクラシックやポップスなどを演奏。

子どもたちは楽しい曲のリズムに乗って踊ったり、親

は懐かしいポップスに体を揺らしたり―。心地よい音

楽は、子育ての良い気分転換になった様子でした。�
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前列左から切金テルさん、韮山さん、�
山内隆文市長、大江さん、八屋さん。�
中列左から城内さん、切金重次郎さん、�
新井谷さん、久慈さん、澤口さん�

－ 12 －�平成19年（2007）４月１日号�

　岩手県知事選挙、岩手県議会議員選

挙、久慈市議会議員選挙の開票は、そ

れぞれ投票日当日の20時15分から市民

体育館で行います。参観を希望する方

には、入場整理券を交付します。�

�市議選の参観申し込みは、４月５日�

（木）までです（知事県議選分の申込期間�

は終了しました）。申し込みの詳細は、

広報くじ３月15日号をご覧ください。

※参観される方は、上履きを忘れずに�

　お持ちください�

※自家用車でお越しになる方は、市民�

体育館駐車場へは乗り入れできませ

ん。中央公民館駐車場または門前ポ

ンプ場臨時駐車場をご利用ください�

問い合わせ＝市選挙管理委員会事務�

　　　　　　局（内線472）�

知事県議選、市議選は即日開票�
市議選の開票参観を受け付けます�

　市は、平成22年度までの交通安全に

関する施策の大綱を定めた交通安全計

画を策定しました。�

�交通死亡事故が増えています。交通

事故防止のため、「交通事故を起こさな

い、交通事故にあわない」という意識を

もってルールとマナーを守りましょう。

第8次久慈市交通安全計画を策定�

　
イ
ー
歯
ト
ー
ブ
・
８
０
２
０

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
（
県
歯

科
医
師
会
主
催
）
が
２
月
28
日
、

元
気
の
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
11
人
の
う
ち
、
９
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
80
歳
以
上
で
自
分
の

歯
が
20
本
以
上
あ
る
こ
と
、
か

み
合
わ
せ
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
満
た
し
て
い
る

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

で
11
年
目
に
な
り
ま
す
。
�

　
式
で
は
、
金
子
信
雄
・
久
慈

歯
科
医
師
会
副
会
長
が
「
長
生

き
の
た
め
、
歯
を
大
事
に
。
健

康
に
留
意
し
、
我
々
の
先
立
ち

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
。
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
�

て
、
切
金
テ
ル
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
も
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
�

る
よ
う
手
入
れ
を
し
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
、

最
高
齢
の
受
賞
者
と
な
っ
た
韮

山
フ
ツ
さ
ん
は
20
本
の
歯
の
持
�

ち
主
。
「
親
が
丈
夫
に
育
て
て
�

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
�

��
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬

称
略
）
�

▽
韮
山
フ
ツ
（
90
・
小
久
慈
町
）
�

▽
城
内
福
松
（
87
・
山
形
町
）

▽
八
屋
ヨ
ネ
（
83
・
田
高
）
▽

中
村
正
計
（
83
・
本
町
）
▽
大

江
ミ
ノ
エ
（
81
・
山
形
町
）
▽

新
井
谷
福
次
郎
（
81
・
同
）
▽
�

切
金
重
次
郎
（
81
・
大
川
目
町
）
�

▽
切
金
テ
ル
（
80
・
同
）
▽
堀

江
稲
子
（
80
・
二
十
八
日
町
）
�

▽
久
慈
幸
太
郎
（
80
・
侍
浜
町
）
�

▽
澤
口
留
吉
（
80
･
夏
井
町
）
�

コンクールで表彰�

80歳で　　�
イー歯20本�

地
域
協
議
会
を
設
立
�

　
市
民
や
事
業
団
体
、
行
政
に
よ

り
組
織
す
る
久
慈
市
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
協
議
会
は
２
月
21
日
、

市
民
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
市

役
所
大
会
議
室
で
設
立
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
地
球

温
暖
化
へ
の
責
任
を
自
覚
し
、
対

策
を
取
ろ
う
―
と
い
う
の
が
目
的
。

県
内
の
市
町
村
で
は
８
番
目
で
す
。

�
初
代
会
長
に
、
市
衛
生
班
連
合

会
の
新
屋
清
満
氏
（
71
）
を
選
任
。

会
則
の
ほ
か
、
研
修
会
の
開
催
や

会
報
の
発
行
な
ど
事
業
計
画
を
定

め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
冷
暖
房

の
設
定
温
度
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
な
ど
、
具
体
的
な
行
動
目

標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
�

�
総
会
後
は
、
環
境
省
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
で
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
の
菅
原
省
司
さ
ん
が

「
北
極
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
�

�生
活
に「
も
っ
た
い
な
い
」
�

　
記
録
的
な
暖
冬
や
異
常
気
象
が

相
次
ぐ
昨
今
、
多
く
の
人
た
ち
が
�

「
も
う
手
遅
れ
だ
」「
自
分
一
人
が
�

頑
張
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
え
い
え
、
今
か
ら
で
も
個
人
の

行
動
次
第
で
十
分
取
り
戻
せ
ま
す
。

行
動
は
簡
単
。
自
分
が
子
ど
も
の

こ
ろ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
う
言
葉
、
物
を
大

事
に
す
る
こ
と
を
も
う
一
度
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
電
気
の
つ
け
っ

ぱ
な
し
や
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
を

し
な
い
、
食
べ
残
し
を
し
な
い
―

な
ど
。
簡
単
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
」
と
い
う
難

し
い
言
葉
で
は
な
く
、
「
物
を
大

切
に
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
�

久
慈
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
を
設
立
�

地
球
を
守
る
の
は
、1
人
の
小
さ
な
1
歩
か
ら
�

し
ょ
う
け
い
�

じ
ゅ
う

じ

ろ
う
�

今月の　　　　　　図書�

■４月の予定■�

◎11日(水)あそびの広場(大川目公民館)10：00～

12：00　◎18日(水)赤ちゃんサロン13：30～15：

30　◎26日(木)絵本の読み聞かせとふれあい遊び

10：30～11：30�

■利用案内■�

対象…就学前の児童とその保護者�

利用時間…毎週月～金曜日、８時30分～17時（土�

　　　　　曜日は８時30分～12時）�

お休み…土曜日の午後、日曜日、祝祭日、年末年始�

利用料…無料�

オススメ�

☎52－3210

書�図� 館�だ�よ�り�

子育て支援センターだより�

「おもしろくてためになる�

　　　　　　桜の雑学事典」�

井筒清次　著�

日本実業出版社�

日本人に愛され、精神風土を映

す妖しい多面鏡・サクラ。サク

ラを巡る文学・歴史・伝承の秘

密を解くカギが満載。全国のサ

クラの名所も紹介しています。�

�

「図典　日本の市町村章」�

辞典編集部　編�

小学館�

市町村の顔「章」。明治時代の黒

一色のものから平成のカラフル

なものまで。由来などもあり。

合併１周年を機に改めて市章を

眺めてみては？�

《市立図書館》　※開館時間が変わりました�
■開館…(火～金９～19時、土日９～17時)　■休館…
月曜日、祝日(祝日が月曜日に重なる場合、翌日)�
※臨時開館のお知らせ…4／29(日)、5／5(土)、5／
6(日)は臨時開館します（９時～17時）�
●チビッコの部屋…4／14(土)、4／28(土)　　●児童
文学賞受賞図書展…5／5(土）～5／13(日)�
《山形図書館》�
■開館…10～18時■休館…毎週月曜日、毎月末日�
●子どもの読書週間…4／22(日)～5／12(土)　●児
童文学賞受賞図書展…4／20(金)～4／29(日)　●手
作り絵本巡回展…5／3(木)～5／6(日)�

　小さいうちに予防接種を受けて、様々な病気に対す

る免疫をつけることは、お子さまの病気を予防するた

めにはとても大切なことです。�

�次の期間内に予防接種を受ける場合は、市がその費

用を負担します。母子手帳、赤ちゃん手帳で確認して、

受け忘れのないようにしましょう。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

※１すでに麻しん、または風しんにかかったことがあ�

る場合、麻しん風しん混合ワクチンを受けること

ができません。保健推進課までお知らせください�

※２積極的な勧奨は控えておりますが、中止ではあり�

ませんので、接種を希望する方は医師等と相談し

て接種することができます�

�ポリオは春と秋に元気の泉と山形老人福祉センター

で、そのほかの予防接種は、市内の小児科を有する病

院などで受けられます。赤ちゃん手帳についている予

診票が必要となりますので、無くした方は保健推進課

までお知らせください。�

募集期間＝随時（会員期間は、平成20年４月30日まで）�

会費＝◇一般会員1,500円◇学生会員1,000円（入会�

時の料金には入会金500円が含まれています。

次年度以降は、一般会員の年会費1,000円、学

生会員の年会費500円です）�

会員特典＝◇会報や催事情報の送付◇アンバーホー�

ル主催事業のチケット優先販売・割引販

売など�

申し込み＝アンバーホール窓口で申込書にご記入の�

　　　　　上、会費を添えて申し込みください�

問い合わせ＝アンバーホール友の会事務局(☎52-1505)�

募集期間＝随時（会員期間は、平成20年４月30日まで）�

会費＝◇一般会員1,500円◇学生会員1,000円（入会�

時の料金には入会金500円が含まれています。

次年度以降は、一般会員の年会費1,000円、学

生会員の年会費500円です）�

会員特典＝◇会報や催事情報の送付◇アンバーホー�

ル主催事業のチケット優先販売・割引販

売など�

申し込み＝アンバーホール窓口で申込書にご記入の�

　　　　　上、会費を添えて申し込みください�

問い合わせ＝アンバーホール友の会事務局(☎52-1505)�
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《市立図書館》�

《山形図書館》�

予防接種名� 期間と回数� 使用するワクチン�

三種混合（ジフテ�
リア・破傷風・百�
日咳) �

麻しん（第１期）、�
風しん（第１期）�

麻しん（第２期）、�
風しん（第２期）�

日本脳炎※２�
�

ＢＣＧ�
�

ポリオ�

生後３カ月～90カ

月の間に４回�
�

生後12カ月～24カ�
月の間に１回�

小学校に入学する�
前の年度内に１回�

生後６カ月～90カ�
月の間に３回�

生後３カ月～６カ�
月の間に１回�

生後３カ月～90カ�
月の間に２回�

�

三種混合ワクチン�

�

麻しん風しん混合�
ワクチン※１�

麻しん風しん混合�
ワクチン※１�

日本脳炎ワクチン�

�
ＢＣＧワクチン�
�

経口ポリオワクチ�
ン�

アンバーホール友の会�
新規会員を募集�
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市営住宅の入居募集�

◇川井団地１戸（月2,900～4,800円）�

◇宇部和野平地区住宅２戸（月2,000�

～3,400円）◇萩ヶ丘地区住宅１戸�

（月3,600～6,000円）※家賃は収入

により算定　◇申し込み＝４月13日�

(金)まで。◯本建築住宅課（内線392）、�
◯総産業建設課（内線122）�

開発研修の受講を募集�

◇受講時間・受講料＝９時～16時・

無料◇申し込み＝２週間前まで受け

付け。定員を超えた場合、抽選などで

決定。久慈職業能力開発センター(☎
53－6261）◇コース(定員)＝①電子

納品講習(10人)②ガーデニング基礎�

Ⅰ(20人)③Word・Excel入門Ⅰ(15人)�

あ
れ
こ
れ�掲示板�掲示板�あ

れ
こ
れ�

平成19年（2007）４月１日号�

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������「春の地域安全運動」�
　スローガン「みんなでつくろう安心の街」�

4/28(土)～5/31(木)�

　期間　４月６日(金)～15日(日)�
　運動の重点　【子どもの安全対策の推進】�

　ここ数年、子どもが犠牲になる凶悪事件が全国で多発しています。平成18

年には、久慈警察署管内で「声掛け事案」が８件確認されています。声掛け

事案とは、見知らぬ人から声を掛けられ、連れ去られそうになったと通報が

あった事案のことです。�

　このような事案により被害が発生しないように、市では各地区に市民ボラ

ンティアによる防犯パトロール員を設置。毎日のように黄色い帽子をかぶっ

てパトロールを行っています。また、学校単位でも子どもを見守る活動が行

われています。�

　「凶悪事件や子どもの誘拐は、都会の話。わたしたちには無縁」というのは

昔の話。明日、久慈市で起こってもおかしくありません。地域ぐるみで、子

どもを見守りましょう。�

　人間の持っている五感の中で、「見る」行為は最も重要。子どもから大人

まで楽しめるトリックアートをご覧ください。�

　■内容　〇立体的に見える絵　〇逆さまから見ると、別の絵に見える絵�

　　　　　〇色々な絵を集めて、別の絵を表現　〇ホログラムほか�

�

毎月チェンジ水槽�

　■４月のテーマ「エイプリルフール」�

　■期間　４月30日（月）まで�

　４月１日「エイプリルフール」は、１年に１度だけ堂々とウソをつける日。

魚の世界では、だましだまされることは当たり前です。周りの景色にとけこ

んで敵をだましたり、だましてエサをおびき寄せたり…。そんなだましの達

人「リーフフィッシュ」を紹介します。�

�

※もぐらんぴあは４月～10月の間、休まず開館します。�

■開館時間　９時～18時�

　　　　　　毎週月曜日（月曜が祝日の場合、火曜日）は17時まで�

■問い合わせ　もぐらんぴあ（☎53－9600）�

トリックアート展�
もぐらんぴあゴールデン特別企画展�
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★本 庁 舎　☎52－2111�
★総合支所　☎72－2111�
★宇部支所　☎56－2111�
★侍浜支所　☎58－2111�
★山根支所　☎57－2111

このページでは、くらしに役立つ�

情報をお知らせします。�

ヨイ歯デーテレホン相談�

相　　談�

暮らしの�
　お知らせ�

※◯本は本庁舎、◯総は総合支所です�

募　　集�

�

�期日＝４月18日（水）�

�時間＝10時～20時�

内容＝歯や口に関する悩みを受け付

けます。一旦、相談を受けてから、

19時以降に歯科医師より電話回答し

ます�

�相談料＝無料�

�

�

�

�

�

�

�

　夕方の時報チャイムの放送時間を変

更します。�

放送時間＝18時（４月１日～９月30

日まで）�

�

�

�

　平成18年度に農業振興地域整備計画

の全面的な見直しを行ったため、平成

19年度は原則として農用地区域の変更

ができません。農用地区域からの除外

の申し出は、緊急の場合を除き、平成

20年４月以降に受け付けします。�

�

�

�

　高齢者が安心して入居できる賃貸住

宅の情報を入手できます。�

■高齢者円滑入居賃貸住宅の登録�

　県では、高齢者が安心して入居でき

る住宅の登録を受け付けています。経

営者の方は申請ください。�

■住宅の情報を閲覧できます�

　このような住宅の情報を閲覧できま

す。久慈地方振興局建築指導課へお越

しください。�

�

�

�

�

　ジョブカフェいわて・サテライト久

慈は、４月１日から名称が「ジョブカ

フェ久慈」に変わります。�

�ジョブカフェ久慈は、仕事探しや企

業活動の総合サポートの場。どうぞお

気軽にお立ち寄りください。�

�

�

�

　日時＝４月18日（水）13時～17時�

会場＝岩手産業文化センターアピオ

（滝沢村）�

対象＝平成20年３月卒業予定の大学、

専門学校などの学生、既卒者など�

内容＝参加企業との個別面談、適職

診断など�

�

�

�

　労働保険料の申告と納付の期限は５

月21日（月）までです。最寄りの銀行

や郵便局で手続きしてください�

�また、４月１日から石綿健康被害救

済のための「一般拠出金」の申告・納

付が始まります。労働保険の年度更新

に併せて申告・納付してください。�

�

�

�

�

�

�

�

日時＝６月20日（水）～22日（金）

10時～17時（22日は12時まで）�

�会場＝マリオス（盛岡市）�

出品資格＝県内に居住する60歳以上

のアマチュア。出品無料。テーマ自由�

部門＝日本画、洋画、彫刻、工芸、

書、写真�

�申し込み＝５月31日（木）必着�

�

�

�

料理区分＝すし料理、中国料理、給

食用特殊料理�

試験日＝◇実技…７月17日（火）～

８月17日(金)◇学科…７月23日(月)�

申し込み＝申請書などは４月２日�

(月)～25日(水)まで請求可能。申請�

期間は、４月５日(木)～５月２日(水)�

までです�

�

�

�

　各種講座の受講生を募集します。受

講希望者は会員登録が必要です。�

会場＝同ホーム（硬式テニスは総合

運動場）�

時間＝18時30分から（フラメンコは

19時から）�

定員・受講料＝20～30人・無料（材

料費などは実費負担）�

申し込み＝４月１日(日)～30日(月)�

�

�

�

�お知らせ�

県保険医協会歯科部会☎019-651-7341�

時報チャイムの時間を変更�
消防防災課　　　　　　　　 内線562�

農用地区域の変更原則できません�
◯本農政課　　　　　　　　　 内線312�

高齢者が安心して入居できる住宅�
振興局建築指導課　　　　☎53－4990�

ジョブカフェ久慈に名称変更�
ジョブカフェ久慈　　　　☎53－3344�
（市勤労青少年ホーム内）�

いわて就職面接会Ⅰ�
ふるさといわて定住財団☎019-653-8976�

労働保険料の申告納付5/21まで�
岩手労働局　　　　　☎019-604-3003�

シルバー作品展の作品募集�
いわてシルバー財団　☎019-626-0196�

調理技術の審査と検定試験�
調理技術技能センター　☎03-3667-1867�

青少年ホーム受講生を募集�
市勤労青少年ホーム　　　☎53－2320�

10アメリカンフラワー� 5月�

10書道� 5月�

7陶芸� 5月�

10バドミントン� 5月�

10エアロビクス� 5月�

8フラメンコ� 5月�

10和服着付け� 6月�

10茶道� 7月�

7トールペイント� 7月�

10パッチワーク� 7月�

10華道� 7月�

10硬式テニス� 8月�

5アロマテラピー� 9月�

10料理� 10月�

回数�講　座　名� 開始月�

�市役所の毎週月曜日の窓口開設

時間を５月から変更します。�
■窓口開設時間（毎週月曜日※休

日の場合、翌日）�

 8時30分～18時30分まで�

※通常の開設時間は17時30分まで�

市役所の窓口延長�
時間を変更します�
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〠
０
２
８
―
８
０
３
０
　
岩
手
県
久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号
　
☎
０
１
９
４
◯52
２
１
１
１
�
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－ 16 －�

植物油、大豆インクを使用しています　 　　　　　　　古紙配合率100％再生紙を使用しています�

「
み
り
ょ
く
再
発
見
」
の
取
材
で
昭
和
44
年
の
広
報
く
�

じ
を
見
る
と
、
「
夏
型
の
た
め
市
役
所
の
勤
務
時
間
は
�

８
時
30
分
―
15
時
５
分
ま
で
」
と
の
記
事
。
え
、
15
時

!?
じ
ゃ
あ
、
冬
型
は
何
時
ま
で
だ
っ
た
の
!?
気
に
な
っ

た
け
ど
特
に
調
べ
な
か
っ
た
の
で
、
謎
は
謎
の
ま
ま
…
。

▽
ち
な
み
に
、
４
月
か
ら
市
役
所
は
８
時
30
分
―
17
時

30
分
ま
で
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
中
村
）
�

編
集
後
記�

わがやの�
アイドル�
わがやの�
アイドル�My�

Sweet�Sweet�
Baby

My�
Sweet�
Baby

未就学の子どもの

写真を募集します。

写真と子どもの氏

名などを添えて、

応募ください。詳

しくは、広報くじ

担当（内線250）。�

　
見
よ
や
、
こ
の
人
だ
か
り
を

―
。
�

�
全
長
１
４
４
・
８
㍍
、
高
さ
70
㍍
の
桑
畑
橋
は
昭
和
44
（
１

９
６
９
）
年
３
月
27
日
、
待
望
の
開
通
を
遂
げ
た
。
当
時
、
田

野
畑
村
の
槙
木
沢
橋
に
次
い
で
県
下
２
番
目
の
高
さ
。
開
通
式

に
は
、
待
ち
わ
び
た
地
域
住
民
や
関
係
者
約
１
０
０
０
人
が
訪

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
�

�
久
慈
街
道
は
、
八
戸
市
か
ら
旧
南
郷
村
、
階
上
町
、
軽
米
町
、

旧
大
野
村
を
経
由
し
て
久
慈
市
へ
と
つ
な
が
る
。
当
時
、
久
慈

―
八
戸
を
つ
な
ぐ
こ
の
道
路
の
所
要
日
数
は
丸
２
日
。
国
道
45

号
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
桑
畑
橋
と
同
時
期
に
夏
井
橋
、
有
家

橋（
旧
種
市
町
）な
ど
も
開
通
し
た
。
丸
２
日
が
一
気
に
１
時
間

に
短
縮
さ
れ
た
の
だ
。
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

�
写
真
に
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
式
典
関
係
者
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
っ
た
作
業
員
、
か
っ
ぽ
う
着
姿
の
お
母
さ
ん
、
手
ぬ
ぐ
い
を

鉢
巻
き
に
し
た
お
父
さ
ん
な
ど
様
々
な
人
た
ち
が
見
え
る
。
そ

し
て
、
自
分
が
渡
り
き
っ
た
後
も
、
後
続
の
人
や
景
色
を
眺
め

る
人
た
ち

―
。
人
、
人
、
人
。
笑
顔
、
笑
顔
、
笑
顔
。
�

�
橋
は
峠
を
つ
な
ぎ
、
ま
ち
を
つ
な
ぐ
。
ま
ち
が
つ
な
が
り
、

人
が
つ
な
が
る
。
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
た
「
夢
の
架
け
橋
」
。
昭
和
44
年
３
月
27
日
は
、
わ
た
し
た

ち
の
悲
願
が
成
就
し
た
日
な
の
で
あ
る
。
�

　橋を埋め尽くさんばかりの人だかり（中野側から撮影）�

12�

真穂ちゃん（６歳11カ月）�
ま　 ほ�

（西の沢）荒谷義彦さんの孫�

公章くん（５歳６カ月）・彩花ちゃん（２歳４カ月）�

（夏井町）日當ユリさんの孫�

★�
至種市�

桑畑橋�

昭
和
44
年
の
宿
願
達
成
　桑
畑
橋
�

きみ　あき� あや　か�

国道45号�

至大野�
国道395号�

至
久
慈
市
街
�


